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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 6日 (2006.3.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 一 端 が 塞 が れ て 底 部 を な し 他 端 が 開 口 部 を な す プ ラ ス チ ッ ク 製 の 管 容
器 と 、
　 該 開 口 部 を 塞 ぐ プ ラ ス チ ッ ク 製 の キ ャ ッ プ と を 備 え 、
　 該 開 口 部 近 傍 位 置 の 外 周 は 螺 子 の 形 成 さ れ た 雄 ね じ 部 を 有 し 、
　 該 キ ャ ッ プ は 、 円 盤 部 と 、 該 円 盤 部 の 一 方 の 面 の 周 囲 か ら 該 円 盤 部 の 軸 方 向 に 延 出 す る
環 状 部 と か ら な り 、 該 環 状 部 の 内 周 は 螺 子 が 形 成 さ れ て 該 雄 ね じ 部 に 螺 合 す る 雌 ね じ 部 を
有 し 、
　 該 管 容 器 内 に 液 体 試 料 が 注 入 さ れ 、 該 雄 ね じ 部 が 該 雌 ね じ 部 に 螺 合 す る こ と に よ り 該 開
口 部 が 該 キ ャ ッ プ に よ っ て 塞 が れ た 状 態 で 、 遠 心 分 離 機 の ア ン グ ル ロ ー タ に 形 成 さ れ た 収
容 穴 に 挿 入 さ れ て 該 液 体 試 料 の 遠 心 分 離 を 行 う た め の 遠 心 分 離 機 用 培 養 遠 心 管 に お い て 、
　 該 円 盤 部 の 該 一 方 の 面 の 側 で あ っ て 該 円 盤 部 と 該 環 状 部 と の 境 界 位 置 に は 、 該 開 口 部 が
嵌 合 す る 環 状 溝 が 、 該 環 状 部 の 軸 方 向 に 向 か っ て 形 成 さ れ 、
　 該 環 状 溝 の 開 口 端 は 該 円 盤 部 の 該 一 方 の 面 に 一 致 し 、

該 キ ャ ッ プ は 、 該 環 状 溝 の 内 周 面 と 該 環 状 溝 に 嵌 合 し た 該
開 口 部 と の 密 着 を 確 保 す る の に 十 分 な 剛 性 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 遠 心 分 離 機 用 培 養 遠
心 管 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】

該 環 状 溝 の 最 深 部 は 該 円 盤 部 の 該
一 方 の 面 に 対 す る 他 方 の 面 に 一 致 し 、 該 他 方 の 面 は 該 開 口 部 が 該 環 状 溝 に 嵌 合 し た と き の
該 開 口 部 の 開 口 端 に 略 一 致 し 、



　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 一 端 が 塞 が れ て 底 部 を な し 他 端 が 開 口 部 を な す
プ ラ ス チ ッ ク 製 の 管 容 器 と 、 該 開 口 部 を 塞 ぐ プ ラ ス チ ッ ク 製 の キ ャ ッ プ と を 備 え 、 該 開 口
部 近 傍 位 置 の 外 周 は 螺 子 が 形 成 さ れ た 雄 ね じ 部 を 有 し 、 該 キ ャ ッ プ は 、 円 盤 部 と 、 該 円 盤
部 の 一 方 の 面 の 周 囲 か ら 該 円 盤 部 の 軸 方 向 に 延 出 す る 環 状 部 と か ら な り 、 該 環 状 部 の 内 周
は 螺 子 が 形 成 さ れ て 該 雄 ね じ 部 に 螺 合 す る 雌 ね じ 部 を 有 し 、 該 管 容 器 内 に 液 体 試 料 が 注 入
さ れ 、 該 雄 ね じ 部 が 該 雌 ね じ 部 に 螺 合 す る こ と に よ り 該 開 口 部 が 該 キ ャ ッ プ に よ っ て 塞 が
れ た 状 態 で 、 遠 心 分 離 機 の ア ン グ ル ロ ー タ に 形 成 さ れ た 収 容 穴 に 挿 入 さ れ て 該 液 体 試 料 の
遠 心 分 離 を 行 う た め の 遠 心 分 離 機 用 培 養 遠 心 管 に お い て 、 該 円 盤 部 の 該 一 方 の 面 の 側 で あ
っ て 該 円 盤 部 と 該 環 状 部 と の 境 界 位 置 に は 、 該 開 口 部 が 嵌 合 す る 環 状 溝 が 、 該 環 状 部 の 軸
方 向 に 向 か っ て 形 成 さ れ 、 該 環 状 溝 の 開 口 端 は 該 円 盤 部 の 該 一 方 の 面 に 一 致 し 、

該 キ ャ ッ プ は 、 該 環 状 溝 の 内 周 面
と 該 環 状 溝 に 嵌 合 し た 該 開 口 部 と の 密 着 を 確 保 す る の に 十 分 な 剛 性 を 備 え る 遠 心 分 離 機 用
培 養 遠 心 管 を 提 供 し て い る 。
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該 環 状 溝
の 最 深 部 は 該 円 盤 部 の 該 一 方 の 面 に 対 す る 他 方 の 面 に 一 致 し 、 該 他 方 の 面 は 該 開 口 部 が 該
環 状 溝 に 嵌 合 し た と き の 該 開 口 部 の 開 口 端 に 略 一 致 し 、
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